
 

  
 
 
 

 

『環境とエネルギーを暮らしの中で考える』 

森林資源を活用する新たな炭焼き文化の構築 

マキ・炭、心ゆたかな火のある暮らしを求めて 

と き：2008年3月8日（土）13時～16時30分 

ところ：にぎわいプラザ、１階ホール（ＪＲ中津川駅前） 

参加費：３００円 
      菊地與志也（岐阜県立森林文化アカデミー准教授） 

パネラー  杉浦 銀治（国際炭やき協力会会長・炭焼きの会副会長） 

      姫田 忠義（民族文化映像研究所長） 

斉藤 和彦（あいち炭焼きの会副会長・三河炭焼き塾長） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９日（日）９：００～１６：００に 神坂窯で炭焼き体験を行います 

このシンポジウムは公益信託ぎふNPOはつらつファンドの助成事業です 

 

炭焼きシンポジウム 

 

１３時００分 フォークソング 田中鉦三・土着民 
１３時４０分 恵那山みどりの会活動報告 
１４時００分 シンポジウム 
１６時３０分 終了 
１７時００分 交流会（会費２０００円）当日受付 

８日（土）プログラム

申込／問合せ 

ＮＰＯ法人 恵那山みどりの会 

〒508-003３ 中津川市太田町3-7-14 

℡＆Fax ＜0573＞６５－１３６６ 

E-mail midorinokai＠wine.ocn.ne.jp 

主催：ＮＰＯ法人 恵那山みどりの会 

後援：中津川市、中津川市教育委員会 

   炭焼の会 

中日新聞社、民族文化映像研究所 

協賛：東濃森林管理署、神坂生産森林組合 

   山里文化研究所、樹木環境ネットワーク 

 

パネラー 


